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表－1 インバート桟橋諸元   

横移動式桟橋によるインバート施工  最大通過物重量   37．Otf   

フロアー轟   18．6m   

切羽相好件台   全長  7．3m  
セット角度   約10度  

吊り上げ角度  約5．7度  

吊り上げ速度 1分23秒   

坑口側昇降台   全長  7．Om  
セット角度   約IO度  

吊り上げ角度 約畠．7度  

吊り上げ速度 1分23秒   

アウトリガー   4式  

ストローク  500m  
速度  1分04秒／2式   

横移動装置   2式  

ストローク  800¶lm  

速度  52抄／2式   

振1ヒジャッキ   4式  

ストローク  300m¶（手動式）   

ボギー台車   4式  

ユニークタイヤ  4本／1式   

紬任ユニット   1式  

確動モーター  5．5川4P220V60日z   
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1．はじめに  

本稿は，日本鉄道建設公団北陸新幹線建設局発注によ  

る北幹，御牧原T（西）上事の内．横移動式桟橋による  

インバート施工について述べたものである．   

±I∃工事は．トンネル延長2600m．断面積63．68m2の鉄  

道トンネルで，全線インバート付きとなっている．イン  

バート施二1二に際して，トンネル掘削進行を妨げない方法  

として各挿インバート桟橋を検討し，当工事では横移動  

式梢橋を採用した．現在，トンネル掘削進行は，L＝  

1800mである．   

その施1二結果を報告する．  

2．横移動式桟橋について  

従来，インバート施工は切羽の作業と輔持することが  

多く．全体1二程に与える影響が大きかった．しかし，横  

移動桟橋を採用することで．切羽の作業状況に左右され  

ることなくインバート施工ができ．全体丁二程に生じる往  

いを少なくすることが可能となった．横移動式桟橋の諸  

ノ亡を表－1に．全景を写真－1に示す．  

写真－1 インバート桟橋全景  

3．施工方法   

（1）掘削作業（図－1）（写真一2）   

掘削は，バックホウOt7mi級（油圧ブレーカー1，300kg  

紋付）を，ズリ積込みにはバックホウ0．45正ミを使用する．  

ズリ運搬は11tダンプトラックにて行う．  

（2）コンクリート打設（図－2）   

棒型枠・中央通路型枠をセット後，桟橋上のトラック  

ミキサー車（5mう積）から直接生コンクリートの投人を  

行う．  図－1掘削作業  

＊中部（支）御牧原トンネル（出）  
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5．施工報告   

（1）l：事概要   

掘削延長  2，520m   

掘削断山積  6．56m、う／m  

ll‖門たり施1二長 10．5nl（9．Om）  

（2）Ⅰ二事美績   

インバート施1二は，1サイクル（掘削開始～コンクリ  

ート打設～堀冊開始）を2日で行し、，一美績の、Iリ勾進行は，  

4．88m／L1となっている．また，機構的トラブルが現在  

のところ全くなく順調に施t二が出来ている．  写真－2 掘削作業状況  

6．考察  

げヱ計画する卜で．インバート施1二を如何にして他の  

作業と相中奏させないかが．重要なポイントとなる．   

横移動ができないインバート桟橋では．摘消り作業スペ  

ースが狭いため小型の施⊥機械しか避定できなかったが，  

構移動式梢橋を採用することにより、人里の施「二機械を  

仲川することができた．  

7．おわりに   

全線インバートの施工を行うに、1うたり，現状では，コン  

クリートの養生とインバート桟橋の長さの関係l二1サイ  

クル右支小2＝と制約されている．  

トンネル1二事においては、近牛．急速施仁が要求され  

ている．そこで今綾は，1つのインバート棺桶で毎日コ  

ンクリート打詔カミ行えるような良スパンインバート柁橋  

が期待される．   

最後に本「事の施Ⅰ二に＼11たり．御指導御協力を噴いて  

おります関係各†封二深く感謝いたします．   

図－2 コンクリート」半音貨  

4．操作方法  

（1）横棒劇両ニ   

インバート柁橋本仲川1「†後ノ．Jト＝苛所に装備してある  

アウトリガーで桟橋本†本を洋かし、蟻橋本体と台車の問  

にl†汀後2箇所装備している構移動装拙二て，先ずわ車を  

ストロークエンドまでスライドさせる．次にアウトリガ  

ーを縮め．自嘲二て梢楠本†本フロア十【を文才＝与した状態で．  

横移動装闘二て桟橋木†本フロアーをス…、ロー→クエンドま  

でスライドさせる．二び）躁作ヰインバート梢橋を七、ソト  

する位距まで数l叫行う．、－＝、ンネルではjl主人二川分／セリ  

トの所要畔刷を要した．  

（コ）棚桝ん1甘粕助畔   

川準百を卜げた状態で、インバート桟橋とバックホウ  

t）．7mlせ甜、J◆けワイヤーで連鮎し．バックホウで′Jト）張る  

ことで桟橋移動を行う．  
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